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本研究では， ESD的な視点をクリティカルシンキングに組み込むことで，より実践的なクリティカル

シンキングを育成するための統計教材（数学 I 「データの分析」）の開発を行った。本稿では，その際

に整理した教材作成における留意点もふくめて，開発教材を紹介する。
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1 . はじめに
クリティカルシンキングはしばしば批判的思考と訳さ

れるが，その解釈は一意ではない（道田， 2003)。過去

の研究では，クリティカルシンキングを「与えられた事

象について，数学的根拠に基づいて正しい判断をしよう

とする能力や態度」と解釈し，教材開発研究を行ってき

た。過去の研究「数学科における方法の検討を促進させ

る教材の開発（井上， 2013)」では，授業形態の工夫が

クリティカルシンキングの育成に大きく寄与することを

見いだすことができた。具体的には， 目的意識をグルー

プで共有することが，生徒の活動の充実につながること

を見いだすことができた。

本研究では，過去の研究成果をふまえながら， ESD的

な視座からクリティカルシンキングを育むための教材作

成における留意点を整理し，その整理に基づいて統計教

材を開発することを目的とした。本稿では，その教材を

授業提案という形で紹介する。また， Appendixとして，

本研究に関わる授業視察の報告を記す。

2. ES  Dとクリティカルシンキング
広島大学附属福山中・高等学校は，研究開発学校とし

ての指定を受け， 2009~2011 年度に「クリティカルシ

ンキングを育成する中等教育課程の開発」という課題の

もと，クリティカルシンキング育成プログラムの開発に

取り組んできた。また， 2012~2014 年度（継続中）で

は「持続可能な社会の構築をめざしてクリティカルシン

キングを育成する，新教科「現代への視座」を柱にした

すべての教科で取り組む中等教育課程の研究開発」とい

う課題のもと，クリティカルシンキングと「持続可能な

社会の構築」を結びつけた研究を行っている。その中で，

「持続可能な社会づくりに関わる課題」の構成要素につ

いて，国立教育政策研究所の先行研究をもとに整理を行

った。 本研究では，その整理をもとに「主体的に他者と

協力し，多面的・総合的に考えること」 「間題解決に向

けて主体的に意志決定をすること」を ESDの構成概念

の一部として捉える。その上で，本研究では「高い目的

意識をもった状態でクリティカルシンキングを発揮し，

問題解決や意志決定を行うこと（クリティカルシンキン

グの手段化）」を重要視し，クリティカルシンキングを

より能動的なものとして捉える。具体的には，数学教育

におけるクリティカルシンキングを「与えられた事象に

ついて，数学的知識や数学的推論等を駆使してその妥当

性や信頼性を正しく判断しようとする能力と積極的な態

度（服部， 2013)」註iと解釈し，研究を遂行する。

服部• 井上 (2014)では，この解釈に基づきながら，

服部 (2013)により見いだされた 3つの知見に留意して

作成された教材を用いた授業実践を行った。その実践か

ら，この 3つの知見はクリティカルシンキングを育む教

材作成において有効なものであると考えている。そのた

め，本研究においても同様に 3つの知見に留意する。ま

た， ESD の構成概念の一部である「多而性• 総合性」を

あらたな知見として，教材作成時の留意として取り入れ

ることにした。以下の表 lは，服部 (2013)の3つの知

見と本研究において ESDの視座から取り入れた知見を

まとめたものである。

・ 「何が重要か？」や「なぜ？」といった疑問を必要

とする視点を定着させるために適した教材が必要で

あること

• 学習する数学的内容に加えて，数学的活動を通して

育成すべき「能力」と「態度」を単元ごとに具体的

に明確に設定すること

• 他者との議論による数学的活動を振り返る場面を授

業において設定すること

• 明確な解（答え）が存在しないなど，多様な考えが

うまれるような間題を有効に扱うこと

表1 数学教育におけるクリティカルシンキングを育成す

る指導の在り方に関する 3つの知見（服部， 2013)

と本研究でESDの視座から新たに取り入れた知見
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